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平成 2829 年度支部幹事結果

選挙管理委員会委員長 永井宏史

各支部長に委任いたしました支部幹事の選挙結果について，下記のとおり会長に報告いたしましたので公告いたします。

北海道支部（15 名）

足立伸次，荒井克俊，上田 宏，尾島孝男，帰山雅秀，櫻井 泉，塩本明弘，都木靖彰，高柳志朗，千葉 晋，野俣

洋，門谷 茂，安井 肇，四ツ倉典滋，渡辺研一

東北支部（12 名）

吾妻行雄，秋山秀樹，大越和加，尾定 誠，片山知史，神山孝史，木島明博，黒川忠英，後藤友明，酒井敬一，巣山

哲，服部 努

関東支部（40 名）

會田勝美，青木一郎，朝比奈 潔，天野勝文，有元貴文，潮 秀樹，大関芳沖，岡o惠美子，岡田 茂，金子豊二，金

庭正樹，河村知彦，菅野信弘，北田修一，木村 凡，黒倉 寿，小林牧人，佐藤秀一，佐野元彦，白木原国雄，杉田治

男，高橋明義，竹内俊郎，田中栄次，塚本勝巳，東海 正，長島裕二，中山一郎，廣野育生，古谷 研，舞田正志，松

永茂樹，八木信行，山川 卓，山下倫明，吉崎悟朗，良永知義，和田時夫，渡邊良朗，渡部終五

中部支部（21 名）

秋山信彦，淡路雅彦，飯田貴次，岡内正典，奥澤公一，乙竹 充，河村功一，菊池 潔，古丸 明，鈴木伸洋，青海忠

久，田子泰彦，田中 彰，田中秀樹，富永 修，日向野純也，皆川 恵，三輪 理，宮台俊明，山本剛史，吉松隆夫

近畿支部（14 名）

荒井修亮，安藤正史，江口 充，太田博巳，家戸敬太郎，川合真一郎，日下部敬之，左子芳彦，澤山茂樹，反田 實，

細谷和海，益田玲爾，升間主計，山下 洋

中国四国支部（18 名）

足立真佐雄，上 真一，植松一眞，海野徹也，河原栄二郎，酒井治己，小路 淳，関 伸吾，高木基裕，多田邦尚，中

井敏博，長澤和也，野田幹雄，浜口昌巳，浜野龍夫，深見公雄，南 卓志，山本民次

九州支部（20名）

荒川 修，石松 惇，伊丹利明，大嶋雄治，大富 潤，岡 雅一，香川浩彦，金井欣也，越塩俊介，阪倉良孝，清野聡

子，征矢野 清，田中竜介，中田英昭，萩原篤志，松山倫也，虫明敬一，望岡典隆，山口敦子，吉田照豊

平成 2829 年度役員（理事および監事）候補者選挙開票結果

選挙管理委員会委員長 永井宏史

標記について，下記のとおり会長に報告しましたので公告いたします。

記

1. 開票日時 平成 27 年 12 月 3 日(木）1330～1554

2. 開票場所 東京海洋大学 1 号館 220 教室

3. 選挙管理委員 永井宏史，高橋一生，浜崎活幸

4. 立会人 金子豊二，東海 正，荒川久幸，石田真巳，鈴木直樹，鈴木美和

5. 投票者数 107 名（有権者数 140 名）

得票順位

理事候補者（次点者以下省略）

1. 荒井克俊 2. 山下 洋 3. 青海忠久 4. 佐藤秀一 5. 木島明博 6. 塚本勝巳 7. 和田時夫 8. 萩原篤

志 9. 黒倉 寿 10. 良永知義 （次点）竹内俊郎，香川浩彦
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支部選出理事候補者（次点者以下省略）

北海道 安井 肇 （次点）荒井克俊 東 北 秋山秀樹 （次点）吾妻行雄

関 東 菅野信弘 （次点）中山一郎 中 部 古丸 明 （次点）青海忠久

近 畿 荒井修亮 中国四国 山本民次 （次点）南 卓志

九 州 萩原篤志 （次点）中田英昭

監事候補者（次点以下省略）

1. 青木 一郎 2. 北田修一 （次点）川合真一郎

正会員の皆様へ

公益社団法人日本水産学会 会員名簿（平成 27 年 12 月刊行）について

このたび，最新の会員情報をとりまとめた名簿を刊行いたしました。

本会員名簿は，正会員に有料にて配布をしております。希望者は下記の購入方法に従い手続きを行ってください。既にご

入金いただいた正会員へは順次発送を開始しております。

（名誉会員，賛助会員，団体会員，外国会員は別途学会事務局までお問合せください。）

※ 本学会会員以外のお申し込みはお断りしておりますので，予めご了承ください。

昨今，個人情報の取扱が問題になっております。本学会のプライバシーポリシーをご理解いただき，名簿の取扱につい

ては特段のご配慮をいただきますようお願いいたします。なお，理事会決定により，会員名簿の頒布にあたっては名簿に

シリアル番号を付し，配布先を事務局で記録，管理させていただいております。この点，ご理解いただきますようお願い

いたします。

日本水産学会プライバシーポリシー（抜粋）

個人の情報管理

本会会員は，会員名簿に含まれる個人情報を外部に流出させないよう心がける義務がある。

会員名簿の購入方法

購入希望の方は，お名前と会員番号をメール（ˆshsci＠d1.dion.ne.jp）で事務局までお知らせください。同時にお近く

の金融機関から，代金をお振込みください。お振込みいただく際には通信欄にお名前と会員番号を必ず明記してくださ

い。（お振込み氏名がわからず，発送できない場合があります。）ご入金の確認ができ次第，発送させていただきます。

郵便局や金融機関でお支払いただいた際の半券が領収書となります。請求書が必要な場合は，学会事務局までメール

（ˆshsci＠d1.dion.ne.jp）にてご連絡ください。

在庫がなくなり次第，販売を終了させていただきますので，購入を希望される会員はお早めにご購入ください。

価 格1 冊 3,500 円（消費税，送料込み）

代金の振込先

（郵便局からお振込みの場合）

郵便振替口座 00100159529

加入者名 公益社団法人日本水産学会

＊通信欄に会員番号を明記してください。

＊振込手数料は購入者様にてご負担下さい。

（郵便局以外の金融機関からお振込みの場合）

銀行名 ゆうちょ銀行

支店名 0 一九（読み方 ゼロイチキュウ ，店番 019）

口 座 当座預金 0059529

名 義 公益社団法人日本水産学会

＊通信欄または振込人欄に会員番号と氏名を明記してください。

＊振込手数料は購入者様にてご負担下さい。
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平成 28 年度水産環境保全委員会シンポジウムの開催について

水産環境保全委員会委員長 大越和加

下記のとおりシンポジウムを開催いたしますのでご来聴くださいますようご案内申し上げます。

記

日 時 2016 年 3 月 26 日(土）13001730

場 所 東京海洋大学品川キャンパス

テーマ 栄養塩添加による漁場生産力の向上

企画責任者 山本民次（広大院生物圏科)大嶋雄治（九大院農)田中丈裕（里海づくり研究会議)西川哲也（兵庫水

技セ但馬）

プログラム

13001305 開会挨拶 大越和加（水産環境保全委員会委員長）

13051325 趣旨説明～瀬戸内海の貧栄養化の過程～ 山本民次（広大院生物圏科）

13251350 ノリ養殖漁場への栄養塩類供給手法の検討

原田和弘宮原一隆（兵庫水技セ)阿保勝之（水研セ瀬水研）

13501415 海域への栄養塩添加と筑後大堰等の運用によるノリ養殖生産性の向上

三根崇幸川村嘉応（佐賀有明水振セ）

14151440 ノリ養殖への新施肥技術香川方式ノリスカート

多田邦尚（香川大瀬戸内圏セ)宮川昌志龍満直起（香川水試）

阿保勝之（水研セ瀬水研)本城凡夫（香川大瀬戸内圏セ）

14401450 休憩

14501515 アミノ酸混和コンクリートによる微細藻類の増殖促進 中西 敬（日建工学株）

15151540 沿岸域における鉄の動態理解に基づいた藻場修復への取り組み 山本光夫（東大海洋アライアンス）

15401605 栄養塩の供給―改訂版 磯焼け対策ガイドラインより― 綿貫 啓（アルファ水工コンサルタンツ）

16051630 二枚貝増産のための施肥技術体系確立の試み（攻めの農林水産業の実現に向けた革新的技術緊急展開

事業）について 山本民次（広大院生物圏科)中原真哉平岡喜代典（広島県環保協）

16301640 休憩

16401655 海域施肥に対する慎重論の立場からコメント 門谷 茂（北大院水）

16551725 総合討論

17251730 閉会挨拶 門谷 茂（水産環境保全委員会副委員長）

開催趣旨

我が国沿岸では，富栄養化を改善するため，窒素リンの負荷量の削減を行ってきており，一定の成果を挙げた。その

反面，負荷量が減少しすぎて貧栄養化した海域が見られる。例えば，瀬戸内海ではノリの色落ちは，明らかに栄養塩不足

に起因しており，栄養塩添加によって葉体の色が回復することが実験的に分かっている。また，アサリやカキなどの二枚

貝類の漁獲量の減少や，大型藻類が生長せず磯焼けが起こっている。植食動物による食害が大きな原因の一つであるもの

の，施肥等の栄養塩添加によってこれらの生物の生長が促進される事例も得られてきている。陸上農業における施肥は作

物を作る上で普通に行われる行為であるが，海域への栄養塩添加（施肥）についての知見はほとんど無い。本シンポジウ

ムでは，堰ゲートの開門や下水処理排水の運用なども含め，海域への栄養塩添加（施肥）の試みについて，先進的試行を

紹介し，情報の交流を図り，もって今後の沿岸海域環境保全修復のあり方について議論することを目的とする。

問い合わせ先

〒9818555 宮城県仙台市青葉区堤通雨宮町 11 東北大学大学院農学研究科

日本水産学会水産環境保全委員会 幹事 西谷 豪

TEL0227178733 FAX0227178734 e-mailni5＠bios.tohoku.ac.jp
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第 67 回漁業懇話会講演会の開催について

漁業懇話会委員会委員長 山川 卓

記

日 時 平成 28 年 3 月 26 日(土）1300～1700

場 所 東京海洋大学品川キャンパス

テーマ 底びき網漁業における省エネルギー技術とその普及

企画者 藤田 薫（水研セ水工研），梶川和武（水大校），山下秀幸（水研セ開発セ）

参加費 無料

問い合わせ先

〒3140408 茨城県神栖市波崎 76207

国立研究開発法人 水産総合研究センター

水産工学研究所 藤田 薫

tel. 0479445952 e-mail: duke＠aŠrc.go.jp

平成 28 年度日本水産学会水産増殖懇話会第 1 回講演会の開催について

水産増殖懇話会委員長 高橋明義

記

日 時 平成 28 年 3 月 26 日(土)1300～1730

場 所 東京海洋大学品川キャンパス

テーマ クルマエビ増養殖の現状について考える

企画者 大平 剛（神奈川大理）

参加費 無料

＊日本水産学会会員以外の方も無料で参加いただけますので，周知勧誘をお願いいたします。

開催趣旨

日本のクルマエビ資源は年々減少し，現在の漁獲量はピーク時の約七分の一の 500 トン前後にまで落ち込んでいる。

また，クルマエビの養殖生産量も最盛期の約二分の一の 1600 トンにまで減少した。クルマエビは日本人にとって最もな

じみ深い魚介類のうちの一つであるが，一般の人が目にする機会はほとんどなくなってしまっている。クルマエビ資源を

回復して漁獲量を増やすことと，クルマエビ養殖の問題を解決して養殖生産量を増やすことが求められている。本講演会

では，クルマエビの栽培漁業および養殖に関する講演を通して，クルマエビ増養殖の現状を理解し，問題点を整理する。

また，クルマエビ生産量の増大に向けた，基礎研究の事例も紹介する。

プログラム

開会の挨拶 高橋明義（北里大海洋） 13001305

栽培漁業 座長 大平 剛（神奈川大理）

1. クルマエビ栽培漁業の技術開発

崎山一孝（日本海水研） 13051330

2. 放流用クルマエビ種苗の大量生産―現状と残された課題

水藤勝喜（愛知水産基金） 13301355

3. クルマエビの種苗放流効果について

浜崎活幸（海洋大院） 13551420

養殖 座長 奥村卓二（増養殖研）

4. 養殖生産日本一，沖縄県でのクルマエビ養殖

松本源太（沖縄県車海老漁業協同組合海洋深層水種苗供給センター） 14351500

5. クルマエビ用の配合飼料の開発

越塩俊介（鹿児島大水産） 15001525
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6. 閉鎖循環型陸上養殖施設を用いたバナメイエビ養殖

野原節雄（IMT エンジニアリング株） 15251550

基礎研究 座長 浜崎活幸（海洋大院）

7. クルマエビの疾病とその防除

伊丹利明（宮崎大農） 15501615

8. クルマエビの繁殖生理

奥村卓二（増養殖研） 16151640

9. クルマエビの性統御技術

大平剛（神奈川大理） 16401705

総合討論 座長 大平 剛（神奈川大理） 17051725

閉会の挨拶 17251730

問い合わせ先 〒2591293 神奈川県平塚市土屋 2946

神奈川大学理学部 大平 剛

TEL 0463594111（内線）2530 e-mail ohirat-bio＠kanagawa-u.ac.jp

男女共同参画推進委員会談話会（ランチョンセミナー）の開催について

男女共同参画推進委員会委員長 岡o惠美子

標記談話会を下記のとおり開催いたしますのでお知らせいたします。

記

日 時 平成 28 年度日本水産学会春季大会会期中（3 月 28 日または 29 日予定）の昼休み

場 所 東京海洋大学品川キャンパス（〒1088477 東京都港区港南 457）

テーマ 「水産学会におけるやさしい男女共同参画」

参加費 無料（昼食を提供予定）

定 員 50名

問い合わせ先

〒1088477 東京都港区港南 457

東京海洋大学食品生産科学科内

日本水産学会男女共同参画推進委員会 委員長 岡o惠美子

e-mail eokazaki＠kaiyodai.ac.jp

日時，場所，プログラムなどの詳細は，後日お知らせしますが，日本水産学会における男女共同参画のあり方や会員の

研究時間獲得などについて，話題提供者の話を中心に情報交換する談話会です。是非ご参加ください。

水産学若手の会からお知らせ

水産学若手の会委員長 水澤寛太

下記のとおり企画を開催いたしますので，多数ご参加くださいますようご案内いたします。

記

1) ミニシンポジウム

「水産資源の持続的利用と認証制度 ―東京オリンピックで日本の水産物を提供できるのか」

日時平成 28 年 3 月 30 日(水）1300 開始予定

場所東京海洋大学

企画責任者海部健三（中央大法)小川 健（専修大経）

問い合わせ先〒2148580 神奈川県川崎市多摩区東三田 211

専修大学経済学部 小川 健

TEL (044)9007970 e-mail takeshi.ogawa.123＠gmail.com
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2) 若手の会企画ナイトポスターセッション

日時平成 28 年 3 月 27 日(日）18 時 30 分～21 時 00 分

場所東京海洋大学品川キャンパス大学会館食堂ホール

企画責任者竹内 裕（東京海洋大），馬久地みゆき（水研セ中央水研），水澤寛太（北里大）

問い合わせ先〒2940308 千葉県館山市坂田 670

東京海洋大学先端科学技術研究センター 竹内 裕

TEL (0470)209021 e-mail yutakat＠kaiyodai.ac.jp

内容の詳細は，水産学若手の会メールリスト，ならびに FB ページ（https://www.facebook.com/jsfs.wakate/）でお

知らせします。

第 18 回マリンバイオテクノロジー学会大会の

開催について

標記大会が日本水産学会協賛のもと下記のとおり開催

されますのでお知らせします。

記

主 催 マリンバイオテクノロジー学会

日 程 平成 28 年 5 月 28 日(土)29 日(日）

場 所 北海道大学函館キャンパス

発表申込の締切 平成 28 年 4 月 8 日(金)必着

事前参加登録の締切 平成 28 年 4 月 28 日(木)必着

事前参加登録費 主催学会会員 5,000 円（学生会員

2,000 円）

非会員 9,000 円（学生非会員 4,000円）

当日参加費 主催学会会員 7,000 円（学生会員 3,000 円）

非会員 10,000 円（学生非会員 5,000 円）

協賛団体の会員は，主催学会会員と同等の参加費で参

加できます

問い合わせ先

〒0418611 北海道函館市港町 311

北海道大学大学院水産科学研究院内

第 18 回マリンバイオテクノロジー学会大会実行委員

会

e-mail mb2016＠ˆsh.hokudai.ac.jp

プログラ ムなど詳細 は，主催学会 HP （ http: //

marinebiotechnology.jp/mbt2016-HP/index.html）をご

覧ください。

Techno-Ocean2016 の開催について

標記コンベンションが日本水産学会協賛のもと下記の

とおり開催されますのでお知らせします。

記

主 催 The Consortium of the Japanese Organizers for

Techno-Ocean 2016, IEEE/OES, MTS

日 程 平成 28 年 10 月 6 日(木)～8 日(土）

場 所 神戸国際会議場および神戸国際展示場 2 号館

問い合わせ先

〒6500046 兵庫県神戸市中央区港島中町 691

(一財)神戸国際観光コンベンション協会内

Techno-Ocean2016 実行委員会事務局

TEL（078）3030029 FAX（078）3026475

e-mail techno-ocean＠kcva.or.jp

プログラムなど詳細は，主催 HP（ http: // techno-

ocean2016.jp/jp/）をご覧ください。

TEAMS 国際シンポジウムの開催について

標記シンポジウムが下記のとおり開催されますのでお

知らせします。

記

主 催 東北マリンサイエンス拠点形成事業文部科学

省

日 程 平成 28 年 3 月 2 日(水)～4 日(金）

場 所 東京大学農学部弥生講堂，アネックス

問い合わせ先

プロジェグランメーユ事務局

e-mail teams＠aori.u-tokyo.ac.jp

プログラムなど詳細は，主催 HP（http://teams.aori.u-

tokyo.ac.jp/）をご覧ください。

第 32 回マリントキシン研究会の開催について

標記研究会が下記のとおり開催されますのでお知らせ

します。

記

主 催 マリントキシン研究会

日 時 平成 28 年 3 月 26 日(土）

場 所 東京海洋大学品川キャンパス

参加費 無料

（ただし，マリントキシン研究会年会費として
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正会員 2,000 円，学生会員 500 円）

申込締切 平成 28 年 3 月 23 日(水）

問い合わせ先

〒1088477 東京都港区港南 457

東京海洋大学食品生産科学科

マリントキシン研究会幹事 長島裕二

TEL（03）54630604 FAX（03）54630604

e-mail yujicd＠kaiyodai.ac.jp

プログラムなど詳細は，主催研究会 HP（https://sites.

google.com/site/marintoxin/home）をご覧ください。

(公財)三島海雲記念財団

平成 28 年度学術研究奨励金の公募について

（公財)三島海雲記念財団では，自然科学と人文科学の

学術研究において，将来の発展が期待できる優れた研究

に助成を行っております。

記

対象分野

自然科学部門食の科学に関する学術研究

人文科学部門アジア地域を対象とし，史学哲学

文学を中心とする人文社会科学分野に

おける学術研究

助成の種類

個人研究奨励金個人研究を対象とし，応募する研究

者個人に対する助成金。共同研究者

があることを妨げない。

共同研究助成金複数の研究機関又は異なる部局の研

究者が，共通の課題について，共同

して行う研究を対象とし，共同研究

グループに対する助成金。

応募締切 平成 28 年 2 月 29 日(月)必着

問い合わせ先

(公財)三島海雲記念財団

TEL（03）54229898 FAX（03）54229733

e-mail mishimak15＠mishima-kaiun.orjp

応募方法など詳細は，財団 HP（http://www.mishima-

kaiun.or.jp/）をご覧ください。

独水産大学校教育職員の公募について

標記の公募案内を下記のとおりお知らせします。

記

職名人員 助教 1 名

所 属 独水産大学校食品科学科食品機能学講座

専門分野 農学―農芸化学，農学―水圏応用科学，複合

領域―生活科学

応募条件

1) 博士の学位を有すること（平成 28 年 3 月 31 日

までに博士号取得見込者を含む）

2) 学科の教育研究活動に熱意を持って取組むとと

もに，学会活動，社会貢献等の対外的活動にも

取組めること。

3) 心身ともに健全であること。

4) GC/MS や HPLC などの分析機器を使用して水

産食品の機能に関わる教育及び研究ができる方。

応募締切 平成 28 年 1 月 22 日(金）必着

問い合わせ先

〒7596595 山口県下関市永田本町 271

独水産大学校食品科学科 宮o泰幸

TEL（083）2865111（内線 508）

e-mail taiko＠ˆsh-u.ac.jp

応募方法など詳細は，水産大学校 HP（http://www.

ˆsh-u.ac.jp/）をご覧ください。

独水産大学校教育職員の公募について

標記の公募案内を下記のとおりお知らせします。

記

職名人員 助教 1 名

所 属 水産大学校水産流通経営学科流通経営講座

専門分野 水産経済分野

応募条件

1) 博士の学位を（若しくはそれに相当する資格）

を有することが望ましい

2) 学科の教育研究活動に熱意を持って取組むとと

もに，学会活動，社会貢献等の対外的活動にも

取組めること

3) 心身ともに健全であること

応募締切 平成 28 年 1 月 22 日(金)必着

問い合わせ先

〒7596595 山口県下関市永田本町 271

独水産大学校水産流通経営学科 中島邦雄

TEL（083）2273860 e-mail taiko＠ˆsh-u.ac.jp

応募方法など詳細は，水産大学校 HP（http://www.

ˆsh-u.ac.jp/）をご覧ください。

日本水産株中央研究所の研究員の公募について

標記の募集案内を下記のとおりお知らせします。

記

募集人員 研究員若干名
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所 属 日本水産株中央研究所大分海洋研究センター

業務内容 海産魚介類の種苗生産とその技術研究開発

に関わる業務

応募資格

1) 修士以上の学位または当該分野での実務経験を 3

年以上有し，即戦力となる者

2) 魚介類の飼育，技術，研究開発に熱意をもって

取り組む者

応募締切 平成 28 年 2 月 29 日(月)必着

問い合わせ先

〒1920991 東京都八王子市七国 1323

日本水産株東京イノベーションセンター中央研究所

採用担当

TEL（042）6380600

e-mail res-boshu＠nissui.co.jp

応募方法など詳細は，上記の問い合わせ先にご連絡くだ

さい。
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公益社団法人 日本水産学会

平成 27 年度第 5 回理事会議事録

1 開催された日時 平成 27 年 9 月 22 日(火) 10 時 01 分～14 時 40 分

2 開催された場所 国立大学法人東北大学川内北キャンパス

講義棟 A 棟 202 講義室（宮城県仙台市青葉区川内 41）

3 理事総数及び定足数

総数 20 名，定足数 11 名

4 出席理事数 17 名

（本人出席）吾妻行雄，荒井克俊，荒井修亮，飯田貴次，伊藤文成，大越和加，金子豊二，木島明博，佐竹幹雄，青海

忠久，東海 正，時村宗春，古谷 研，松山倫也，山下 洋，渡邊良朗，渡部終五

（監事出席）瀬川 進

（幹事出席）荒川久幸，石田真巳，鈴木直樹，鈴木美和，久田 孝，二見邦彦

（オブザーバー）佐藤 実（平成 27 年度秋季大会委員長，10 時 04 分に退席）

5 議 案

決議事項 第 1 号議案 「職員就業規程の一部改正」の件

第 2 号議案 「短時間勤務有期雇用職員就業規程の一部改正」の件

第 3 号議案 「関東支部運営規程の一部改正」の件

第 4 号議案 「平成 28 年度春季大会委託運営業者」の件

第 5 号議案 「平成 28 年度春季大会募金目論見書」の件

第 6 号議案 「平成 29 年度春季大会担当機関」の件

第 7 号議案 「平成 29 年度秋季大会」の件

第 8 号議案 「日本水産学会創立 85 周年記念事業募金目論見書」の件

第 9 号議案 「著作物複写利用に係る権利委託契約の更新」の件

第 10 号議案 「電子的複製権の管理委託に関する覚書」の件

第 11 号議案 ｢日本学術会議主催公開シンポジウム実行委員会の設置及び委員長副委員長委員選出」

の件

第 12 号議案 「日本学術会議主催公開シンポジウム募金目論見書」の件

第 13 号議案 「第 14 回日本農学進歩賞受賞候補者推薦」の件

第 14 号議案 「福島復興廃炉推進に貢献する学協会連絡会」の件

第 15 号議案 「共催及び協賛」の件

第 16 号議案 「入会承認」の件

報告事項 ◯第 4 回理事会以降の職務執行の状況

◯その他

6 議事の経過及びその結果

 平成 27 年度秋季大会実行委員長の挨拶

渡部会長の挨拶の後，東北大学 佐藤 実 大会実行委員長より挨拶があった。本大会では，口頭発表 214 題とポ

スター発表 120 題で発表総数 334 題，シンポジウム 3 件，ミニシンポジウム 2 件，関連懇話会の講演会 2 件，関連

委員会の研究会 1 件が行われるとの報告がされた。

 定足数の確認等

渡部会長が定足数の充足を確認し，続いて本会議の議事進行について説明があった。

 議案の審議状況及び議決結果等

定款の規定に基づき，渡部会長が議長となり，本会議の成立を宣言し，議案の審議に移った。

（決議事項）

第 1 号議案 「職員就業規程の一部改正」の件（別紙 1）
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東海総務担当理事より，職員就業規程の一部改正について説明があった。審議の結果，出席理事全員一致で別紙の通

り可決した。

第 2 号議案 「短時間勤務有期雇用職員就業規程の一部改正」の件（別紙 2）

東海総務担当理事より，短時間勤務有期雇用職員就業規程の一部改正について説明があった。審議の結果，出席理事

全員一致で別紙の通り可決した。

第 3 号議案 「関東支部運営規程の一部改正」の件（別紙 3）

時村関東支部担当理事より，北里大学を支部事務担当に加えることに関する関東支部運営規程の一部改正について説

明があった。審議の結果，出席理事全員一致で別紙の通り可決した。

第 4 号議案 「平成 28 年度春季大会委託運営業者」の件

時村関東支部担当理事より，標記大会実行委員会において大会委託業者選定のために複数の業者から見積りを取って

検討した結果，トーヨー企画株式会社に委託したいと提案があった。審議の結果，出席理事全員一致で原案通り可決し

た。

第 5 号議案 「平成 28 年度春季大会募金目論見書」の件

時村関東支部担当理事より，標記目論見書の提案があった。審議の結果，出席理事全員一致で原案通り可決した。

第 6 号議案 「平成 29 年度春季大会担当機関」の件

時村関東支部担当理事より，標記大会を北里大学が担当するとの提案があった。審議の結果，出席理事全員一致で原

案通り可決した。

第 7 号議案 「平成 29 年度秋季大会」の件

金子総務担当理事より，標記大会は創立 85 周年記念国際シンポジウムと兼ねる方針であるため，特例的に，標記大

会は支部ではなく記念事業委員会の担当にしたいと提案があった。審議の結果，出席理事全員一致で原案通り可決した。

本議案について次の意見があった。

渡部会長「今後もまた，他の国際学会等と通常の大会が重なる場合があるかもしれないので，大会規程に対応する規則

を入れておく方がよろしいのではないか。」

第 8 号議案 「日本水産学会創立 85 周年記念事業募金目論見書」の件

青海将来計画担当理事（記念事業委員会募金担当委員）より，標記募金目論見書について説明があった。審議の結果，

出席理事全員一致で原案通り可決した。

第 9 号議案 「著作物複写利用に係る権利委託契約の更新」の件

金子総務担当理事より，著作物の紙複写利用について以下の説明があった。日本水産学会誌の複写に関する権利委託

契約の更新にともない，日本水産学会誌，Fisheries Science（Springer から出版された 2008 年より前の巻号），水産

学シリーズ，水産学用語辞典，英和和英水産学用語辞典の 5 点を学術著作権協会に権利委託する。農学水産学系学

生のための数理科学入門は，出版社著作権管理機構（JCOPY）に既に権利委託しているため，また水産技術者の業務

と技術者倫理は，JCOPY に既に権利委託していることに加え日本技術士会水産部会と日本水産学会の共編のため，学

術著作権協会に権利委託しない。

本議案について次の質疑応答があった。

伊藤理事「学術著作権協会と JCOPY はどのように違うのか。」

金子理事「前者は主に学協会の出版物の図書館などでの複写について，後者は出版社が依頼して自社出版物の複写につ

いて，権利委託を扱っている。上記 7 件の出版物中，最後の 2 件は既に出版社が JCOPY に権利委託してい

る。」

伊藤理事「学術著作権協会と JCOPY では権利委託に関する有利不利はないのか。」

金子理事「現時点では最後 2 件について新たな権利委託はせず，今後，更に詳細を調査して再検討する。」

東海理事「農学水産学系学生のための数理科学入門については，今後，日本技術士会水産部会と協議して権利委託先

を決める必要がある。」

古谷理事「Fisheries Science の Springer との権利委託はどのようになっているのか。」

金子理事「Springer は Copyright Clearance Center（CCC）に権利委託している。」

古谷理事「学術著作権協会は Springer に対しても権利主張できるようになっているのか。」

東海理事「学術著作権協会は CCC と提携している。どの機構協会が独占的に利用料を取るかではなく，複写を行っ

た図書館が申請した機構協会を経由して利用料が学会に入ってくる。そのため，複数の機構協会に委

託することもできる。」
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審議の結果，出席理事全員一致で原案通り可決した。

第 10 号議案 「電子的複製権の管理委託に関する覚書」の件

金子総務担当理事より，学会誌に掲載された論文の電子版の利用などの電子的複製について以下の説明があった。電

子的複製の場合も紙複写と同様に学術著作権協会との間で『電子的複製権の管理委託に関する覚書』を締結して権利委

託する。利用範囲目的は，企業による利用，著者以外による大部数の頒布目的の場合で，既に CCC に権利委託して

いる Springer の 2008 年以降の Fisheries Science を除く著作物に関して権利委託する。

本議案について次の質疑応答があった。

渡部会長「自分でスキャンして pdf 化した場合も該当するか。」

東海理事「企業が配る場合などには部数を申請することが必要である。現在，多くの学術雑誌の論文が pdf 化されてお

り，個人使用はよいが，多数部印刷して頒布等してはいけない。」

審議の結果，出席理事全員一致で原案通り可決した。

第 11 号議案 「日本学術会議主催公開シンポジウム実行委員会の設置及び委員長副委員長委員選出」の件

渡部会長より，標記実行委員会の設置と委員長，副委員長，委員選出について説明があった。審議の結果，出席理事

全委員一致で設置を可決し，委員長等を次の通り選出した。

委員長 竹内俊郎

副委員長 佐野元彦

委員 八木信行，岡本 研，工藤貴史

第 12 号議案 「日本学術会議主催公開シンポジウム募金目論見書」の件

渡部会長より，日本学術会議主催公開シンポジウム『東日本大震災による原子力発電所事故に伴う魚介類の放射能汚

染の問題と今後の展望』について，寄附（協賛）金の募金目論見書について説明があった。

審議の結果，出席理事全員一致で，募金目論見書は原案通りに可決した。募金目論見書に付する書類については渡部

会長に修正を一任することとした。

本議案について以下の質疑応答があった。

荒井（修）理事「寄附は誰が誰に依頼するのか。」

渡部会長「日本水産学会から大日本水産会加盟 9 社に依頼する。」

第 13 号議案 「第 14 回日本農学進歩賞受賞候補者推薦」の件

荒井（克）担当理事より，標記の受賞候補者について，本年度は会員からの推薦があったことから，学会賞選考委員

会で審議の上，市野川桃子会員を推薦したとの説明があった。審議の結果，出席理事全員一致で同氏を推薦することと

した。

本議案について以下の意見交換があった。

古谷理事「今後は，会員からの推薦があった場合でも，本会の奨励賞受賞者を含めて選考するのがよいのではないか。」

荒井(克)理事「現在の学会賞選考委員会内規では，推薦がないときに過去数年間の奨励賞受賞者から選考することにな

っている。」

渡邊理事「現在の学会賞選考委員会内規のままで妥当だろうか。学会として推薦する候補者を選考するのに相応しい選

考プロセスにするべきであろう。」

古谷理事「この推薦は学会員に推薦依頼が来ているのか。」

荒井(克)理事「毎年，学会の HP で募集している。」

古谷理事「HP で募集しても毎年，ほとんど推薦がないのは，周知効果が弱いのではないか。」

渡部会長「今回の候補者については，選考委員会が業績等を検討して推薦したのだから良いのではないか。」

木島理事「今回の候補者は Fisheries Science や日水誌にかなり投稿しているか。」

金子理事「内規には学会誌に関する条件はない。」

飯田理事「現在の内規では，推薦された者が万一，否決された場合には，他の候補者を選べないように読めるので，修

正した方がよいのではないか。」

荒井(克)理事「これらの意見を学会賞選考委員会委員長に伝える。」

第 14 号議案 「福島復興廃炉推進に貢献する学協会連絡会」の件

渡部会長より，以下の説明があった。日本原子力協会から標記の連絡会の開催連絡があり，連絡会の企画案に賛同

し，参加してほしいと依頼された。いくつか考慮すべき点があるため，今後も意見交換しながら決めていく。

第 15 号議案 「共催及び協賛」の件
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金子総務担当理事より共催 1 件および協賛 1 件について説明があり，審議の結果，出席理事全員一致で協賛を可決

した。なお◯については，負担金 1 口（5 万円）を決めた。

◯DHA 科学の国際シンポジウム

主催 DHA 科学の国際シンポジウム実行委員会

協賛 問い合わせ中

日程 平成 27 年 11 月 7 日(土）

場所 海運クラブ（東京都千代田区）

希望 協賛

負担金 あり（一口5 万円）

◯公開シンポジウム「東日本大震災による原子力発電所事故に伴う魚介類の放射能汚染の問題と今後の展望」

主催 日本学術会議食料科学委員会水産学分科会

共催 水産海洋科学研究連絡協議会 他 3 団体（予定）

後援 大日本水産会 他 16 団体（予定）

日程 平成 27 年 11 月 27 日(金）

場所 日本学術会議講堂（東京都港区）

希望 共催

負担金 なし

第16号議案 「入会承認」の件

審議の結果，出席理事全員一致で原案通り可決した。

（報告事項）

◯第 4 回理事会以降の職務執行の状況

会長

渡部会長より，今期の残り半年で懸案事項を処理して次期の理事会に渡すために協力が要請された。

庶務関係

1) 内閣府公益認定等委員会の立入検査について

金子担当理事より次の報告があった。平成 27 年 7 月 16 日(木)10 時～17 時に公益社団法人化後初めての立入検査があ

り，無事に終えた。日本水産学会の事務局に公益認定等委員会から調査官 2 名が来て，金子総務理事，東海総務理事，

荒川総務幹事，事務局職員が対応した。

また，東海担当理事より，立入検査について以下の補足説明があった。今後も 3 年に一度の間隔で立入検査がある。

調査官は学会の定款，規則，理事会総会の議事録を良く読んでから立入検査に来たと感じる質問が多かった。

2) 大会発表における高等専門学校の学生の扱いについて

金子総務担当理事より，5 年制の高専生が学会に参加するときの扱いについて次の報告があった。高専生の内，1～3

年生は高校生と同等の参加者として大会参加費を徴収せず，4～5 年生は原則として大学 1～2 年と同等に扱う。但し，経

済的問題など理由が認められれば 4～5 年生でも高校生と同様に扱うものとする。高校生のポスター発表に高専生が発表

する場合は，学年を問わず高校生として扱う。

本報告について以下の質疑応答があった。

荒井(克)理事「高専 4～5 年生が高校生に該当するか，どこで判断するのか。」

金子理事「それぞれの支部，あるいは大会実行委員会で行う。」

古谷理事「高校生のポスター発表に対する大会実行委員長からの表彰は，高校生と高専生を同等に扱うか。」

金子理事「同等に扱ってよい。但し，高校生扱いすることによって 4～5 年生のプライドを傷つけないように配慮が必要

であろう。」

渡部会長「短大生は大学生として扱うのか。」

東海理事「短大生は大学生と同等でよい。」

3) 会員名簿について

東海担当理事より以下の報告があった。8 月 11 日(火)に Web ページを開設して，8 月 12 日(水)に会員に会員情報更

新の案内を送付し，そして 9 月 15 日(火)に会員情報確認を締切った。情報を更新した会員は，全体1,262 件（38），

正会員1,153 名（38），賛助会員団体会員各々約半数であった。現在は入稿確認作業中で，12 月には会員名簿を
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発行できる予定である。名簿の購入希望者が 180 名と少ないので，今後の希望者増加を期待する。名誉会員と賛助会員

の希望者には名簿を無料配布する。

4) 協賛について

金子担当理事より以下の 3 件の協賛が報告された。これらは，共催，協賛，後援の取り扱い申し合わせ 3)を適用した。

◯第 56 回海中海底工学フォーラム

主催 海中海底工学フォーラム運営委員会

共催 東京大学生産技術研究所

協賛 日本船舶海洋工学会 他 6 団体

日程 平成 27 年 10 月 16 日(金）

場所 東京大学大気海洋研究所（千葉県柏市）

希望 協賛

負担金 なし

◯2015 年度日本冷凍空調学会年次大会

主催 日本冷凍空調学会

協賛 エネルギー資源学会 他 31 団体

日程 平成 27 年 10 月 21 日(水)～23 日(金）

場所 早稲田大学西早稲田キャンパス（東京都新宿区）

希望 協賛

負担金 なし

◯第 15 回基準油脂分析試験法セミナー

主催 日本油脂化学会

協賛 日本農芸化学会 他 4 学会

日程 平成 27 年 11 月 26 日(木)27 日(金）

場所 油脂工業会館（東京都中央区）

希望 協賛

負担金 なし

企画広報関係

東海担当理事より，平成 27 年 9 月 3 日(木)に企画広報委員会が開催され，日本水産学会誌の企画記事を検討したこと

が報告された。現在，編集方針を検討しているが，一部の巻頭言の原稿の内容が相応しくないものとして，急遽，次の執

筆者の巻頭言に差替えた。9 月 24 日(木)に次回の企画広報委員会が開催されるので，このようなケースを含めて依頼原

稿の編集方針を検討する。

本報告について以下の質疑応答があった。

金子理事「巻頭言では，どの様な点が問題になったのか。」

東海理事「個人的意見が出ていて，会員に知らせるべき内容か，一般的に認められている内容か，疑問が出された。修

正を依頼したが原稿の締切りに間に合わなかった。」

財務関係

山下担当理事 特になし

編集関係

古谷担当理事より，次の報告があった。

1) 名称が紛らわしい電子ジャーナル Journal of FisheriesSciences.com について

学会誌 Fisheries Science と名称が酷似した標記電子ジャーナルの出版社である iMed.pub（米国）から『Fisheries

Sciences』という名称を提示して本学会員に投稿依頼が来た。これに対して，Springer から iMed.pub にクレームを申

し入れたが返答がなかった。Fisheries Science の佐藤編集委員長，古谷理事，事務局寺島編集担当の間で協議し，本

学会としても早急に対応すべきと判断して，iMed.pub と問題のジャーナルの編集委員長（トルコ）に，不適当である

旨，変更を要求する旨，Fisheries Science 編集長名で伝えた。iMed.pub からは対応がなかったが，編集委員長からは

速やかに回答が来て，この雑誌社とのやり取りに疑問を持っているとのことだった。結果的に，iMed.pub からの謝罪

はなかったが，ホームページ上で紛らわしかった名称部分が修正された。もし今でも，このジャーナルに投稿を考え

ている人がいたら，こうした経緯を伝えてほしい。
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2) 日本水産学会誌の報文の早期公開について

平成 27 年 9 月 24 日に開催される編集員会で，日本水産学会誌の報文 pdf ファイルの早期公開について議論する予定

である。次回の理事会には報告できると思う。

学会賞関係

荒井(克)担当理事より，平成 27 年 9 月 22 日(火) 15 時から学会賞選考委員会が開催される予定であること，また第

13 号議案において議論された選考方法などに関する意見をこの委員会で報告する旨が報告された。

シンポジウム関係

松山担当理事より，平成 27 年 6 月 13 日(土)に第 2 回のシンポジウム企画委員会が開催され，9 月 24 日(木)に第 3 回

のシンポジウム企画委員会が開催される予定であることが報告された。

出版関係

木島担当理事より，平成 27 年 7 月 10 日(金)に開催された第 1 回出版委員会ついて次の報告があった。

1) ベルソーブックス委員会の廃止に伴い，同委員会委員だった山本民治会員（広島大）に委員会に加わってもらい，

引き続きベルソーブックスを担当することが決まった。

2) 水産学シリーズは，今月には魚類の初期生活史が，また 3 月には魚類内在性プロテアーゼが発行される予定であ

る。今後の水産学シリーズでは，新たな水産業の創生を特別号として出すことが決まった。

3) 水産学シリーズにどこでピリオドを打つかのポイントとして，日本水産学会創立 85 周年記念大会の内容を水産学シ

リーズで出すか否かに関係して，今後の水産学シリーズをどうするか見極める必要がある。今後，85 周年記念大会実

行委員会と連携をとりながら進めたい。

4) 水産学シリーズ 100～162 が on demand 版の対象となっている。今後，水産学シリーズ 100～182 は順次，電子書籍

化していく。

5) 次回の委員会は平成 28 年 1 月 8 日に東京海洋大学で開催予定である。

本報告 3）について，渡部会長より，「85 周年実行委員会を 12 月の理事会前に開催したいので，その際に議論した

い。」との発言があった。

水産技術誌監修関係

伊藤担当理事 特になし

国際交流関係

青海担当理事より，次の報告があった。来年，韓国釜山で開催される世界水産学協議会から，国際水産学賞に関して，

日本水産学会へ 1,000 ドルの資金援助について依頼があったため，国際交流委員会で検討している。

この報告に関連して，山下財務担当理事より，資金援助を了解しているとの発言があった。

水産教育関係

荒井(克)担当理事より，平成 27 年 9 月 22 日(火)に開催された第 2 回水産教育推進委員会について次の報告があった。

1) JABEE への対応で，一次試験の試験区分が 5 系に整理され，水産の場合は，建設か環境生物系で試験を区分するこ

とになった。どういう基礎項目を試験に取り入れるかが問われ，天野委員が対応して，水産ハンドブックの内容から

項目を選出する作業をしている。

2) 水産教育推進委員会の進行状況『今，水産分野のキャリア教育 次世代育成の緊急性と今後の課題』というタイト

ルのシンポジウムで現在 6 名の演者が決まっている。

水産政策関係

山下担当理事より，平成 27 年 3 月 31 日(火)に水産政策委員会で水産物エコラベルに関する勉強会を開催したが，勉

強会の内容を日本水産学会誌の話題欄で公表するために現在，準備しているとの報告があった。

漁業資源管理関係

渡邊担当理事より次の報告があった。

1) 平成 27 年 9 月 22 日(火)午前，漁業懇話会委員会を開催した。

2) 平成 27 年 9 月 22 日(火)午後，漁業懇話会講演会『東日本大震災からの漁船漁業の復興 現状と課題』を開催して

いる。

3) 平成 27 年 6 月 13 日(土)の第 4 回理事会における「漁業懇話会優秀学生賞の創設は学会活動を対象とする学会の賞

として馴染まない」との理事会判断を，6 月 16 日(火)付で漁業懇話会委員長にメールすると共に，9 月 22 日(火)の漁

業懇話会で説明したところ，漁業懇話会委員の理解が得られた。漁業懇話会として学会活動での学生表彰について検

討することとなった。
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水産利用関係

佐竹担当理事より，平成 27 年 11 月 5 日(木)に東京海洋大学で水産利用懇話会と講演会の開催を予定しているとの報

告があった。

水産増殖関係

木島担当理事より，平成 27 年 9 月 25 日(金)に水産増殖懇話会委員会および第 2 回講演会が予定されているとの報告

があった。

水圏環境関係

山下担当理事より，次の報告があった。

1) 平成 27 年 9 月 21 日(月)に開催された理事会主催の特別シンポジウムを，水産環境保全委員会が共催した。

2) 平成 27 年 9 月 25 日(金)に水産環境保全委員会を開催する予定，また同日午後，水産環境保全委員会研究会として

『東北，北海道における東日本大震災以後の貝毒の問題』というシンポジウムを開催する予定である。

男女共同参画関係

大越担当理事より，次の報告があった。

1) 平成 27 年 9 月 23 日(水)に第 2 回男女共同参画推進委員会が開催予定である。

2) 平成 27 年 10 月 17 日(土)に開催される第 13 回男女共同参画学協会連絡会シンポジウムに参加し，ポスターを掲示

する予定である。ポスターでは，例年の学会紹介に「水産科学分野で活躍する女性たち」を追記し，大型アンケート

の調査結果をクリアファイルに入れて春季大会で配布したこと，また調査結果を Web で公開したことを紹介する。

本報告に対して以下の質疑応答があった。

渡部会長「クリアファイルは効果があったか。」

金子理事「2 年，3 年，10 年先の効果を目指して作ったので，早急な結果は期待していない。」

社会連携関係

松山副担当理事 特になし

将来計画関係

古谷担当理事より，創立 85 周年記念事業と関連するので，そちらで報告するとの説明があった。

北海道支部

嵯峨担当理事に代わり渡部会長より，平成 27 年 12 月 18 日19 日に東京農業大学オホーツクキャンパス（網走市）

で北海道支部会を開催する予定であるとの報告があった。内容は，シンポジウムと一般講演を予定している。若手の会の

講演会も開催される予定である。

東北支部

吾妻担当理事より，平成 26 年 7 月 28 日(土)に石巻市で水産加工業者を対象に東北支部主催の講演会を開催したとの

報告があった。内容は，日本水産学会誌の支部のページ欄に掲載する予定である。

関東支部

時村担当理事より，次の報告があった。

1) 支部幹事会の開催

平成 27 年 7 月 25 日(土)に水産総合研究センター中央水産研究所で支部幹事会が開催された。

 事業 支部主催シンポジウム開催

平成 27 年 10 月 27 日(火)に東京海洋大学でシンポジウム『キンメダイ資源研究の現状と将来』を開催する予定で

ある。

 事業 若手の会支援

昨年同様に会長から指示があれば対応する。財政的支援は既に春季大会で支援したので，必要なら平成 28 年度春

季大会で支援する。

 春季大会運営の順番など

平成 29 年度の北里大学の大会担当後に，関東支部内での春季大会運営担当機関の順番（東京海洋大学 B の順番を

一つ遅らせるかどうか）について，予定より 1 年早く平成 28 年度の幹事会で検討して，結果を理事会に報告するこ

とになった。東京大学大気海洋研究所の移転に伴い春季大会運営の順番入れ換えた件の今後の対応（順番を元に戻す

か，現行のままとし，規程を改定するか等）についても平成 28 年度の幹事会で検討して，結果を理事会に報告する

ことになった。

2) 平成 28 年度春季大会について
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 運営体制

中山一郎大会委員長ほか，大会の実行委員会のメンバーが決まった。なお，副委員長の内，1 名は日大にお願いす

る。

 ポスター増加への対応

近年のポスター増加傾向から，平成 28 年度春季大会では募集の段階から『場合によってはポスターと口頭発表を

調整（変更）することがある。』と明示する予定である。

 要旨集の配布方法と参加費について

今年度から開始された要旨のダウンロードサービスの提供を平成 28 年度も実施する予定である。平成 28 年度は

参加者の利便性を考え，ファイルを会場毎などに分割してダウンロードする方法も検討する。要旨集なしの場合の参

加費の軽減額等は今年度と同様にする予定である。

中部支部

飯田担当理事より，平成 27 年 11 月 21 日(土)に東海大学海洋学部（清水市）で支部大会を開催し，一般研究発表（ポ

スターのみ），ミニシンポジウム『まぐろかつお類の研究最前線と未利用水産資源の利活用』，支部幹事会，支部総会，

支部長賞等の表彰などを行う予定であるとの報告があった。平成 28 年度，29 年度の幹事の選挙についても発送済である。

近畿支部

荒井(修)担当理事より，以下の報告があった。平成 27 年 7 月 11 日(土)に前期例会を，若手のエンカレッジのために

『支部コン』でマッチングを語ろうという趣旨で開催した。後期例会は，平成 27 年度 12 月 13 日(日)に開催予定で，『先

達の知恵と経験を若手水産研究者と技術者へ』というテーマで特別講演を 2 題行った後に研究発表を行う予定である。

次期の選挙に関しては投票用紙を発送済である。

中国四国支部

特になし

九州支部

香川担当理事に代り渡部会長より，次の報告があった。平成 27 年 11 月 7 日(土)8 日(日)に宮崎大農学部で支部例会

総会例会を開催予定である。11 月 8 日(日)には『九州の水産業における水産物の高付加価値化の取り組みと販売戦

力』というテーマでシンポジウムを開催する。

英文書籍監修委員会（特別委員会）

東海担当理事より，シリーズ二つ目の青木一郎会員による資源関係の原稿が集まり，現在，査読者を決定する作業に入

っているとの報告があった。

東日本大震災災害復興支援検討委員会（特別委員会）

渡部会長より，平成 27 年 9 月 21 日(月)に開催された特別委員会について，次の報告があった。

1) 理事会主催特別シンポジウムの概要報告

2) 災害復興支援拠点および水産総合研究センター復興対策現地推進本部からの報告

3) 関係する水産政策委員会，水産環境保全委員会，企画広報委員会からの報告

4) 魚介類の放射能汚染問題に関するシンポジウム

5) とりまとめ小冊子の続編の刊行

理事会主催特別シンポジウムについては要旨集が配布され，企画責任者の一人である木島理事から以下の報告があった。

9 月 21 日(月) 9 時～18 時，海洋環境海洋生態系の調査研究内容が網羅され，総合討論では，岩手県，宮城県，福島県

の水産総合センター所長水産試験場長からいろいろな課題や今後，望むことが報告され，充実したシンポジウムであっ

た。参加者は一般高校生を含めて約 110 名であった。

渡部会長から特別シンポジウムに関して以下の補足説明があった。講演要旨集は日本水産学会誌に掲載する予定であ

る。また，シンポジウムで浮かび上がった問題点として，震災直後に情報が錯綜して複数の機関等から同じ場所を何度も

調査するような指示があったとの厳しい意見があった。将来，西南海の大地震が危惧されているので，こうした反省を基

にして，日本水産学会が復興支援の先頭に立ってほしいと思った。

水産学若手の会（特別委員会）

渡部会長より，次の報告があった。水産学若手の会（特別委員会）の活動状況（概要）について同特別委員会の水澤寛

太委員長がまとめた。活発に活動しているので，何かあれば相談にのるように各理事に依頼された。

日本水産学会創立 85 周年記念事業委員会（特別委員会）

渡部会長より，次の報告があった。これから本格的に募金の活動が始まる。平成 27 年 9 月 23 日(水)に国際シンポジ
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ウム実行委員会とプログラム委員会の合同委員会が開催される予定である。次回の理事会の前（当日の午前中）に創立

85 周年記念事業委員会を開催する予定である。

また古谷理事より，前回の国際シンポジウム実行委員会で，国際シンポジウムの全体テーマを，若手研究者を主軸にし

て Fisheries Science for Next Generation と決まった。他のテーマ案があったら提案するように依頼があった。

財務検討委員会（特別委員会）

山下担当理事 特になし

水産海洋科学技術研究連絡協議会関係

東海担当理事より，以下の報告があった。

1) 日本学術会議のシンポジウムについて開催準備をしている。

2) 日本学術会議農学食料科学合同委員会から協議会の加盟学会に対して，生物多様性遺伝子資源に関する名古屋議

定書について意見を取りまとめるように指示があり，8 月中に WG を立ち上げた。進展が分かり次第，連絡する。

これについて日本学術会議会員の渡部会長から以下の補足説明があった。議論の中心は微生物で経済産業省，農林

水産省，環境省が合同で意見をまとめる作業をしているはずだが中身が外から見えない。一方，農芸化学を中心にし

て農学分野にも微生物に関する特有の問題があるはずなので，農学として WG を作って先に意見をまとめることにな

った。学術会議の水産学分科会から WG へ委員派遣の必要があり，廣野会員に依頼した。WG の議事録などが出来て

いるはずである。

◯その他，確認事項

次回理事会の開催について

金子総務担当理事より，次回第 6 回理事会は平成 27 年 12 月 5 日(土) 13 時から，国立大学法人東京海洋大学品川キャ

ンパスで開催する予定である旨確認があった。

社会連携と将来計画の委員会について

松山社会連携担当（副）理事より，本年度 4 月から自分は社会連携委員会の担当（副）になっているが，委員会規則

もなく，メール会議などもない。きちんと委員会規則を作る方がよいのではないか，との発言があった。

これに対して渡部会長より，次の意見があった。歴史的には，社会連携委員会は担当の理事が単独で活動しているの

で，特には委員会や規則などはない。将来計画委員会も委員会や規則はなく，必要なときに活動している。

ミトコンドリア DNA を利用した魚介類の親子判定に関する特許の問題について

伊藤理事より，標記の件に関して以下の情報提供の発言があった。

養殖関係や種苗放流において，ミトコンドリア D ループの DNA 塩基配列を使って魚介類の親子鑑定をする方法があ

る民間会社の特許になった。この方法を使っている事業者が，その会社から特許侵害だとクレームをつけられて困ってい

る。しかし，この方法は，既に水産分野で使用している公知の方法と認識している。特許は二つあって，一つ目の特許

（水産魚介類の親子判別技術）は既に特許取得から 6 カ月以上経過しているが，二つ目の特許（回遊性水産魚類を対象と

する）は特許取得から 1 カ月しか経っていないので異議申し立ても可能である。現在，クレームや利害関係者について

情報をまとめているが，日本水産学会のどの部署が本事案に対応するべきか。

本発言に対して，古谷理事，荒井(克)理事，木島理事より，ミトコンドリア DNA の D ループを使用する方法は公知

の技術ではないかとの発言があり，渡部会長より，総務理事に情報提供するように指示があった。

以上をもって議案の審議等を終了したので，14 時 40 分，議長は閉会を宣言し，解散した。
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別紙 1

職員就業規程の一部改正

現 行 改 正

（特別休暇） （特別休暇）

第35条 第35条

 職員が夏季における盆等の諸行事，心身の健康の維

持及び増進又は家庭生活の充実のため勤務しないこと

が相当であると認められる場合，一の年の 7 月から 9

月までの期間内における原則として連続する 3 日の

範囲内の期間

 職員が心身の健康の維持及び増進又は家庭生活の充

実のため勤務しないことが相当であると認められる場

合，一の年における休日等を除いて原則として連続す

る 3 日の範囲内の期間

（全文追加)  夏季一斉休暇の場合，一の年における 8 月 14 日か

ら 8 月 15 日までの期間。ただし，その期間のいずれ

かが土曜日と重なる場合は，当該日を 8 月 13 日に振

り替え，日曜日と重なる場合は，当該部を 8 月 16 日

に振り替えるものとする。

 

 

 

附則 本規程は，公益認定を受け移行の登記をした日か

ら施行する。

附則 本規程は，公益認定を受け移行の登記をした日か

ら施行する。

（平成 27 年 9 月 22 日 一部改正)
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別紙 2

短時間勤務有期雇用職員就業規程の一部改正

現 行 改 正（案)

（年次有給休暇) （年次有給休暇)

第 32 条 短時間勤務有期雇用職員が，採用した日から

6 月間継続して勤務し，所定の勤務日数の 8 割以上を

出勤したとき又は採用した日から 1 年 6 月以上継続

勤務し，6 月経過後から起算してそれぞれの 1 年間の

所定の勤務日数の 8 割以上を出勤したときは，別表

第 1 のとおり年次有給休暇を与える。

第 32 条 短時間勤務有期雇用職員が，採用した日から

6 月間継続して勤務し，所定の勤務日数の 8 割以上を

出勤したとき又は採用した日から 1 年 6 月以上継続

勤務し，6 月経過後から起算してそれぞれの 1 年間の

所定の勤務日数の 8 割以上を出勤したときは，別表 2

のとおり年次有給休暇を与える。

附則 本規程は，公益認定を受け移行の登記をした日か

ら施行する。

（平成 25 年 3 月 26 日 一部改正)

（平成 25 年 6 月 8 日 一部改正)

附則 本規程は，公益認定を受け移行の登記をした日か

ら施行する。

（平成 25 年 3 月 26 日 一部改正)

（平成 25 年 6 月 8 日 一部改正)

（平成 27 年 9 月 22 日 一部改正)

（別表 2 を追加) 別表 2（第 32 条関係)

在 職 期 間 日数

1 月に達するまでの期間 2 日

1 月を超え 2 月に達するまでの期間 3 日

2 月を超え 3 月に達するまでの期間 5 日

3 月を超え 4 月に達するまでの期間 7 日

4 月を超え 5 月に達するまでの期間 8 日

5 月を超え 6 月に達するまでの期間 10 日

6 月を超え 7 月に達するまでの期間 12 日

7 月を超え 8 月に達するまでの期間 13 日

8 月を超え 9 月に達するまでの期間 15 日

9 月を超え 10 月に達するまでの期間 17 日

10 月を超え 11 月に達するまでの期間 18 日

11 月を超え 1 年未満の期間 20 日
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別紙 3

関東支部運営規程の一部改正

現 行 改 正

（支部事務の担当機関) （支部事務の担当機関)

第 3 条 本支部の事務は，東京海洋大学，日本大学，

東京大学，中央水産研究所の順に担当する。

第 3 条 本支部の事務は，東京海洋大学，日本大学，

東京大学，中央水産研究所，北里大学の順に担当する。

附則 本規程は，公益認定を受け移行の登記をした日か

ら施行する。

（平成 26 年 9 月 19 日 一部改正)

附則 本規程は，公益認定を受け移行の登記をした日か

ら施行する。

（平成 26 年 9 月 19 日 一部改正)

（平成 27 年 9 月 22 日 一部改正)
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新 入 会（平成 27 年 9 月 22 日承認）

正 会 員 (18 名） 東北 倉島賢一郎，五味泰史，嶋崎善章，安野 翔 関東 杉野弘明，鈴木 允，瀬川太雄，滝野

ちあき，徳永佳奈恵，山本 仁，吉満友野 中部 上原陽平 中国四国 岩崎貞治，小田新一郎，久留嶋祥

貴，菅原庄吾，若林香織，神崎博幸

賛助会員 (1 名) アンデックス株

外国会員 (11 名) Xiao Liang, Isrojaty Johanes Paransa, Xiaojuan Cao, Johnny Budiman, Desy Maria Helena Mantiri,

Florence Verra Longdong, Mala Nurilmala, Marina Flora Okiavine Singkoh, Yang Shuibing, Yu

Haixia, Reiny Antonetha Tumbol

学生会員 (67 名) 北海道 井上慎五，田代郷史，納谷悠毅，松原直人，宮崎弘樹，渡辺光輝 東北 入佐 遼，菅野

俊太郎，下岡千尋，独古真澄，Tongchai Thitiphuree，難波拓真，萩野谷恒平，平澤聖也，松井啓輔，松本

陽，茂木 淳，山口侑大 関東 伊藤 洸，Witan-Urawat Ampinut，江田美佳，大塚ちはる，荻野智大，小

野ゆかり，賈 茹，梶原和正，加藤秀一，Kaewprachu Pimonpan，小南友里，近藤紗耶，篠原幹祐，高橋

萌，Chanchiem Thaweesak，Desilva Prasadi Nayanashani，董 書闖，時松真利恵，中嶋彩奈，中田 徹，

中溝量子，西野 亮，根本真希，原 若輝，半沢祐大，平田真大，松永 岳，望月裕香子，森下理王，山田

理子 中部 片山 暢，鈴村優太，竹田祐也 近畿 寺田雄大 中国四国 小田原和史，黒瀬智彦，林

諒紀，藤田 順 九州 大石一樹，大嶋慎吾，瀬川豊太，高井優生，永田 光，西村祐星，前田大輝，村上

侑，龍薗せな，渡邊真緒，渡邉裕基

平成 27 年度日本水産学会秋季大会について訂正のお願い

日本水産学会誌 81 巻 6 号（1046 頁）に，平成 27 年度日本水産学会秋季大会における口頭発表の演者の変更として掲

載しました 807（°小野史恵大泉 徹（福井県大海洋生資)佐藤弘明熊澤義之（味の素））は，プログラムどおりこ

の演者で発表されました。お詫びのうえ，訂正いたします。

平成 27 年度日本水産学会秋季大会の口頭発表の演者の変更は下記のとおりとなります。

記

口頭発表の演者の変更

530 °二羽恭介→°二羽恭介原田和弘

808 °竹田祐也大泉 徹松川雅仁（福井県大海洋生資)→竹田祐也°大泉 徹松川雅仁（福井県大海洋生資）

809 °橋希元岡o恵美子大迫一史（海洋大）→橋希元°岡o恵美子大迫一史（海洋大）

平成 27 年度日本水産学会中国四国支部大会

日 程 平成 27 年 10 月 24 日(土)25 日(日）
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場 所 香川大学農学部（〒7610795 香川県木田郡三木町池戸 2393）

共 催 香川大学

プログラム

10 月 24 日(土）

1) 一般研究発表（13001700）

101 ノリスカートを設置したノリ養殖場への施肥は Eucampia zodiacus の増殖を促進させるか

°山口 寛深尾剛志多田邦尚（香川大農）

102 堆積物からの栄養塩溶出にベントスが与える影響

°大坂弦移稚路（香川大農)多田邦尚（香川大農香川大瀬戸内圏研セ庵治)Jidapa Koomklang山口一岩

（香川大農)一見和彦（香川大瀬戸内圏研セ庵治）

103 次世代シーケンサーを用いた水深 30 m における底生性有毒渦鞭毛藻の群集組成の解明

°阿部翔太吉井将太舩木 紘有光慎吾西村朋宏（高知大農)田中幸記（高知大総研セ)山口晴生

足立真佐雄（高知大農）

104 ランチュウの Aeromonas veronii 感染症に対するファージ療法の有効性

河原栄二郎°林 諒紀（福山大生命工）

105 ニシキゴイの非特異性免疫能に及ぼす水温と過酸化水素浸漬の影響

°中澤なつ子河原栄二郎（福山大生命工）

106 高知県鏡川におけるアユ冷水病の継続的疫学調査

°山o憲一山根 仁（高知大院農)片岡榮彦大崎靖夫（鏡川漁協)今城雅之（高知大農）

107 高知県と鹿児島県の海産養殖魚に寄生するカプサラ科単性類の種の同定とその遺伝的多様性について

°合田 暉（高知大院農)藤岡博哉（高知大院黒潮)山本 剛（鹿児島県東町漁協)井川拓也大嶋俊一郎

（高知大院黒潮)森光一幸（カネイ水産)久保栄作（久保水産)今城雅之（高知大農）

108 高知県須崎市野見湾における海産白点虫 Cryptocaryon irritans の疫学調査

°助田将樹（高知大農)合田 暉（高知大院農)梅崎拓也（高知大農)久保栄作（久保水産)森光一幸

（カネイ水産)今城雅之（高知大農）

109 鹿児島県の養殖ブリおよび高知県の養殖カンパチから分離された Nocardia seriolae の薬剤感受性の動向

°志水将人（高知大院農)難波悠介（高知大農)森光一幸（カネイ水産)久保栄作（久保水産)山本 剛

（鹿児島県東町漁協)今城雅之（高知大農）

110 香東川における連続性および河川横断構造物の現状

°高橋直己長尾涼平林 和彦（香川高専)多田邦尚（香川大農）

111 海水飼育における高知県産アマゴ種苗の養殖特性

°今井 智森田哲男山本義久（水研セ瀬水研）

112 マハタの水深可変型養殖による生残成長と環境への影響

°深尾剛志（香川大瀬戸内研セ)小泉喜嗣久米 洋（愛媛水研セ)横山 寿（京大フィールド研セ)石樋

由香（水研セ増養殖研)朝日俊雅（香川大農)多田邦尚（香川大農香川大瀬戸内研セ）

113 アサリ養殖に対する施肥材適用の試み

°伊藤友也山本民次（広大院生物圏科）

114 広島湾における球形分離浮遊卵の種同定

岡o隆真海野徹也（広大院生物圏科)河合賢太郎（広大生物生産）

115 広島湾におけるクロダイ卵の出現と推移

河合賢太郎合戸賢利（広大生物生産)湯元達海宮奥昴次津行篤士笘野哲史海野徹也（広大院生物

圏科）

116 わかめ未利用部位を使った機能性微粉末の試作

渡辺わたる多田早織佐藤 渓井原卯捺服部和幸（徳島科学技術高等学校)西堀尚良（四国大学短期

大学部）

117 岡山県海域で漁獲されたガザミの筋肉成分の季節変化

°村山史康泉川晃一（岡山水研）
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118 生カキの鮮度判定方法の最適化

°高辻英之水野健一郎中森三智永井崇裕（広島水海技セ)若野 真（広島県水産課）

2) 一般発表ポスター（13001700）

P101 養殖マダイ筋肉のコラーゲン含量と同分子代謝関連遺伝子の関係性

°中辻伸嘉足立亨介森岡克司（高知大農）

P102 スルメイカ輸卵管腺抽出物の同種卵膜膨張への効果

°永島宗弥藪本真央（高知大農)Haekyun Yoo（北大院水)池田 譲（琉球大理)上田幸男（農林水産

総合技術支援セ)桜井泰憲（北大院水)足立亨介森岡克司（高知大農）

P103 クルマエビクラスタシアニン A サブユニットパラログ遺伝子の多様性に関する研究

°川龍祥子足立亨介森岡克司（高知大農）

P104 ナマズに対するローズバッツエキスの免疫賦活効果

河原栄二郎°北嶋 駿（福山大生命工）

P105 高知県四万十川における 2014 年のアユ冷水病の疫学調査

°山o憲一山根 仁（高知大院農)小出徳彦（四万十川漁連)堀岡喜久大木正行（四万十川中央漁協)

辻 祐人（四万十市役所)今城雅之（高知大農）

3) 高校生ポスター（13001700）

201 アユは何をきっかけに遡上するか

平井玖実丹原朱理藤田治英子元成愛佳奥山真生小野秀都永江栞奈（岡山理科大学附属高等学校）

202 海洋資源調査実習報告～科学者水族館職員と行く，但州丸 2 泊 3 日海の探求航海～

濱田大樹松田 仁仁科八起（香住高校）

203 高松西高周辺の水生生物調査

蒔田将吾村上航矢木村初音吉井健太（香川県立高松西高等学校）

204 流川の水生昆虫―組成と水質の関係―

多賀凛人真壁 亮吉永憲典軽部貴博大井有美衣加藤秀人福田富男（岡山県立備前緑陽高等学校）

205 航海船舶コースの取組～未利用資源の活用

國松将太山本拓馬（京都府立海洋高等学校）

206 サカマキガイの殻の形成に関する研究

安倍美季庵原妃菜公川北智子田邊 諒六車知晃渡邊立哉（香川県立三本松高等学校）

207 アマゴの海水馴致（スモルト化）によるサツキマス養殖実験

山田師走（香川県立多度津高等学校）

208 発酵ショウガ入り配合飼料によるサツキマスの肉質改善

杉峯一加（香川県立多度津高等学校）

209 イケチョウガイを利用した多度津町用水池の水質改善プロジェクト

藤田 穏山根光司（香川県立多度津高等学校）

210 香川県海域で「生きた化石」を探す

浅野沙希（香川県立多度津高等学校）

4) 支部幹事会（12001240）

5) 支部総会（17101800）

6) 懇親会（1915）

10 月 25 日（日）

シンポジウム「瀬戸内海の環境を考える」（9001200）

趣旨説明 関 伸吾（高知大農）

1. 赤潮種と発生環境 山口晴生（高知大農）

2. 海底堆積ごみ回収処理 大倉恵美（香川県環境森林部）

3. アマモとカキの里海―太く長くなめらかな物質循環に向けて―田中丈裕（里海づくり研究会議）

4. カキ筏とクロダイ 海野徹也（広大院生物圏科）

5. 閉鎖循環システムについて 山本義久（水研セ瀬水研屋島）

総合討論
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閉会の挨拶

日本水産学会関東支部シンポジウム

日 時 平成 27 年 10 月 27 日(火)13001730

場 所 東京海洋大学 品川キャンパス楽水会館大会議室（鈴木善幸記念ホール）

企 画 者 亘 真吾（水研セ中央水研)加藤正人（千葉水総研セ)山川正巳（都島しょ農水セ)武内啓明（神奈川水

技セ)萩原快次（静岡水技研）

テ ー マ キンメダイ資源研究の現状と将来

プログラム

1 開会挨拶

2 趣旨説明

3 話題提供

座長（武内啓明）

キンメダイの資源研究と資源管理に向けた都県間連携の経緯 米沢純爾（都島しょ農水セ）

千葉県におけるキンメダイ漁業の動向と資源管理の取り組み 加藤正人（千葉水総研セ）

東京都におけるキンメダイ漁業の動向と資源管理の取り組み 山川正巳妹尾浩太郎日野晴彦（都島しょ農水セ）

座長（西村 明）

神奈川県におけるキンメダイ漁業の動向と資源管理の取り組み 武内啓明（神奈川水技セ）

静岡県におけるキンメダイ漁業の動向と資源管理の取り組み 萩原快次（静岡水技研）

キンメダイの既往の知見の整理「標識放流と資源量推定」 亘 真吾（水研セ中央水研）

座長（亘 真吾）

国内外の海域別の漁具漁法レビュー「世界と日本のキンメダイ漁業と漁法」

越智洋介藤田 薫（水研セ水工研)酒井 猛（水研セ西水研）

天皇海山におけるキンメダイ漁業について 米崎史郎（水研セ国際水研）

今後必要な資源研究について 田中栄次（海洋大）

4 総合討論

5 閉会挨拶

平成 27 年度日本水産学会九州支部大会総会例会

日 程 平成 27 年 11 月 7 日(土)8 日(日)

場 所 宮崎大学農学部講義棟（宮崎県宮崎市学園木花台西 11）

プログラム

11 月 7 日(土）

1) 支部幹事会（12001230）

2) 支部総会（13001330）

3) 若手の会（13301500）

4) 一般研究発表（ポスター発表，15001700）

1. イカかごへの雄カミナリイカの入りかご過程～雌囮の場合～

°鈴木麻知世山口恭弘（長大院水環）

2. 五島列島福江島三井楽「高崎のクロ」伝統漁業の消滅と復活への対策

°清野聡子坂本 崚井上晃輔須崎寛和（九大工)永冶克行（五島自然塾）

3. コイの消化管における PAHs の吸収に関する研究

°小島裕貴宇野誠一小山次朗（鹿大水）

4. 中学校での閉鎖循環式長期飼育に適した海産生物の選択

°下山田 隆（佐賀市立成章中学校）

5. PCR による非定型 Lactococcus garvieae の診断と非定型株の MIC について

°追中大作大林和哉（宮崎大農)福田 穣（大分水研)柳 宗悦（鹿児島水技セ)西木一生藤原篤志

（水研セ中央水研)吉田照豊（宮崎大農）
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6. シマアジに発生した Streptococcus dysgalactiae 感染症

°笠間康宏吉村直人（宮崎大農)南 隆之（宮崎水試)吉田照豊（宮崎大農）

7. 魚類病原性 Streptococcus dysgalactiae が保有する血清白濁因子（SOF）の特徴

°吉村直人（宮崎大農)西木一生（水研セ中央水研)南 隆之（宮崎水試)吉田照豊（宮崎大農）

8. ブリ類の Interferon-g 遺伝子の単離および機能解析

°松本 萌荒木亨介早志和真下野友未劉 倩（鹿大水)柳 宗悦今岡慶明（鹿児島水技セ)山

本 淳（鹿大水）

9. 粒子状結晶シリカによって誘導されるトラフグ頭腎細胞における免疫応答

°森本隆志河野智哉酒井正博引間順一（宮崎大農）

10. 魚類肝臓におけるシアリダーゼ Neu1 の意義

°瀬 諒龍薗せな若松麗菜Petros Kingstone Chigwechokha本田晃伸荒木亨介小松正治塩崎一

弘（鹿大水）

11. 魚類オートファジーにおける糖タンパク質分解の活性化機構とその重要性

°龍薗せな高瀬 諒大石一樹小松正治塩崎一弘（鹿大水）

12. シアリダーゼ NEU3 を標的としたフラボノイドの新規健康機能性

°吉永綾奈，大石一樹，小松正治，塩崎一弘（鹿大水）

13. E. tarda の感染予防を目的としたシアリダーゼ NanA 阻害物質の探索

°新吉沙弥香若松麗菜Petros Kingstone Chigwechokha松崎光輝荒木亨介小松正治塩崎一弘（鹿大

水）

14. 珪藻キートセラスグラシリスの抗酸化色素の解析とその摂餌効果のアサリ貝による検討

°湯之上諒井上正太六反田章維田中竜介幡手英雄（宮崎大農）

15. アルテミア幼生の生体エキスの抗酸化機能

°六反田章維中武邦博湯之上諒田中竜介幡手英雄（宮崎大農）

5) 高校生による研究発表（15001700）

白いあの子は♂♀どっち ～ハクセンシオマネキの雌雄識別に関する研究～

河野咲菜妻勇希河野幸喜甲斐文也甲斐大己吉田彩巳o村豪太郎中村眞美藺牟田猛渡辺大雅

梶浦梨央（宮崎県立宮崎大宮高等学校生物部）

6) 表彰式（17001730）

7) 会員交歓会（17301930）

11 月 8 日(日）

シンポジウム「九州の水産業における水産物の高付加価値化の取り組みと販売戦略」

はじめに趣旨説明 香川浩彦（宮崎大農）

第 1 部 魚病対策による高付加価値化

11 大分県における養殖ヒラメのクドア対策 木本圭輔吉岡宗祐福田 穣（大分水研）

22 カワハギ養殖推進とワクチン開発 南 隆之（宮崎水試）

第 2 部 養殖魚蓄養魚の高付加価値化

21 佐賀県唐津市における完全養殖マサバのブランド化に関する取組 長野直樹（九大唐津水産研究センター）

22 蓄養によるゴマサバの付加価値向上の取組 保 聖子（鹿児島水技セ）

第 3 部 貝類藻類の高付加価値化

31 おいしい佐賀海苔について 江頭忠則（佐賀県有明海漁業協同組合）

32 長崎県におけるアコヤガイ真珠養殖業の生産性向上に関する取り組み 岩永俊介（長崎水試）

33 熊本県における海藻の高付加価値化事例～クロメとヒジキ～ 長山公紀（熊本県水産振興課）

特別講演 「道の駅」の販売戦略

ローカルマイナー魚種の特産開発

萩の金太郎ストーリー（捨てていた雑魚が平成の出世魚になるまで） 中澤さかな（「道の駅」萩シーマート）

閉会あいさつ 田中竜介（宮崎大農）
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平成 27 年度日本水産学会中部支部大会

日 時 平成 27 年 11 月 21 日(土）

場 所 東海大学海洋学部（静岡県静岡市清水区折戸 3201）

プログラム

1) 一般研究発表（ポスター発表のみ）（10001300）

カワハギの肝臓を肥大させるための飼料開発研究

°田中佑季（東海大院)秋山信彦（東海大海洋）

オイカワの成長や摂食行動に与える他のコイ科魚類の影響

°小川 拡（海洋大院)片野 修（増養殖研）

餌料用クリプト藻類 Rhodomonas sp. の好適培養環境および必要栄養塩類

山本慧史（三重大院生資)岡内正典（水研セ増養殖研)°吉松隆夫（三重大院生資）

モクズガニの雄性生殖器官の組織学的観察

°飯島敬浩（東海大院海洋)土井 航鈴木伸洋（東海大海洋）

卵巣の色彩に基づくサクラエビの成熟段階の判別

°古市皓大大隅美貴（東海大海洋)中廣篤人（東海大院海洋)土井 航（東海大海洋)鷲山裕史（静岡水技)

鈴木伸洋（東海大海洋）

DNA バーコーディング法を用いたバフンウニの摂餌海藻の同定

°仲野大地（福井水試)神山充伸富永 修（福井県大海洋生資）

本邦産ニギス及びアオメエソの形態形質の地域変異

室伏 誠（日大食栄)長谷川勇司（有大浦水産)鈴木大樹（伊豆三津シーパラダイス）

砂礫底の北限域造礁サンゴ群落の修復―移植用生分解性針状基盤の効率的な配置方法の検討―

°中島 匠（東海大海洋)権田泰之（木曽興業株)松永育之（株東海アクアノーツ)横地洋之（東海大海洋）

砂礫底の北限域造礁サンゴ群落の修復―移植用種苗のロープ養殖とそれを用いた移植方法の検討―

°中島 匠（東海大海洋)権田泰之（木曽興業株)松永育之（株東海アクアノーツ)横地洋之（東海大海洋）

（高校生の部）

桜エビ漁業の将来と混獲されるハダカイワシの活用

橋ケ谷迅生竹田遼太（静岡県立焼津水産高等学校）

志太の発酵文化で健康長寿 ～焼津の水産業のあたらしい可能性～

大石尚弘須藤愛梨佐藤 翔（静岡県立焼津水産高等学校）

駿河湾におけるサガラメの定植を目指した研究

星野 学長嶋和哉（静岡県立焼津水産高等学校）

2) 支部幹事会（12001300）

3) 支部総会，表彰式受賞講演（13051345）

支部長賞高木 毅（静岡水技研）「地域水産物の新しい加工技術と商品開発に関する研究」

4) ミニシンポジウム「まぐろかつお類の研究最前線と未利用水産資源の利活用」（13551705）

企画責任者鈴木伸洋（東海大海洋)八吹圭三（水研セ国際水研)増元英人（静岡水技研）

趣旨説明 鈴木伸洋（東海大海洋）

1) まぐろかつお類の研究最前線

座長増元英人（静岡水技研）

太平洋クロマグロはどこで生まれたのか 平岡優子（水研セ国際水研）

太平洋クロマグロの耳石から年齢と成長をみる 石原大樹（水研セ国際水研）

座長八吹圭三（水研セ国際水研）

遠洋竿釣り漁業におけるカツオビンナガ漁場予測 石田孝行（静岡水技研）

2) 未利用水産資源の利活用

座長鈴木伸洋（東海大海洋）

駿河湾の底曳網の未利用混獲物の活用 山崎資之（静岡水技研）

ハダカイワシ漁業の創出を目指して 小林憲一小泉鏡子（静岡水技研）

閉会の辞
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会員の所属変更

（平成 27 年 11 月12 月の会員からの異動連絡を元に作成していますので，実際の異動月とは異なる場合があります。）

会 員 名 異 動 前 異 動 後

内 田 和 男 水研セ増養殖研 水研セ本部

小澤(山口)洋子 東大院農 相模女子大学栄養科学部

宇 井 賢二郎 ヨコハマおもしろ水族館赤ちゃん水族館 マリーンポッププロパティ

菊 池 夢 美 水研セ水工研 京大野生動物研究センター

北 爪 博 彦 北海道奥尻高等学校 北海道上川高等学校

木 下 順 二 東北大農 水研セ国際水研

木 村 里 子 名古屋大学 京大フィールド研セ

木 村 文 乃 東大総合博物館 海洋大

小 山 法 希 株マルハニチロホールディングス中央研究所 マルハニチロ北日本

相 馬 智 史 東大院農 水研セ西海水研

竹 内 清 治 海洋研究開発機構 長大院水環

辰 野 竜 平 長大院水環 水大校

田 和 篤 志 九大院農 水研セ国際水研

堀 越 彩 香 東北大院農 北里大海洋

機関の名称変更

変 更 前 変 更 後

日本配合飼料株 フィードワン株
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訃 報

下記の会員がご逝去された旨，ご連絡をいただきました。

ここに謹んで哀悼の意を表し，ご通知申し上げます。

名誉会員 出口吉昭 氏
（昭和 51～54，昭和 63～平成 3 年度理事，

昭和 57～60，平成 6～9 年度監事，

昭和 62，平成 4，5 年度評議員，

昭和 51～54 年度関東支部支部長）

正会員 近畿支部 宮下 盛 氏


